
(57)【要約】

【課題】脱窒処理によって窒素除去を十分に行うことが

でき、生物処理槽内での微生物活性を常時保持すること

ができる汚水浄化装置を提供する。

【解決手段】汚水浄化装置を備えた循環式水洗トイレシ

ステム１では、嫌気槽６ａに設けられた生分解性プラス

チック板３０が嫌気槽６ａ内の微生物によって分解され

るので、汚水中の有機物と相まって脱窒処理のための有

機物として利用することができる。また、この生分解性

プラスチック板３０により、生物処理槽６への汚水の非

流入時も微生物の活性が保持できる。また、生分解性プ

ラスチック板３０は、固定部材を介して嫌気槽６ａの内

壁面に設けられているので、活性汚泥の流動によって浮

いたり移動したりすることがなく、かつ活性汚泥の水流

が当たって分解しやすく、活性汚泥中での有機物の生物

分解時に撹拌の邪魔になることがない。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
微 生 物 を 用 い て 汚 水 を 浄 化 す る 汚 水 浄 化 装 置 に お い て 、
前 記 汚 水 を 受 け 入 れ 、 当 該 汚 水 中 の 有 機 物 を 分 解 す る と 共 に 硝 化 及 び 脱 窒 処 理 す る 生 物 処
理 槽 と 、
当 該 生 物 処 理 槽 内 で 、 前 記 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ る 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 と 、
当 該 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 を 前 記 生 物 処 理 槽 の 内 壁 面 に 固 定 す る 固 定 部 材 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 汚 水 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 生 物 処 理 槽 の 内 壁 面 に 固 設 さ れ 、 前 記 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 を 格
納 可 能 な ケ ー ス で あ り 、 当 該 ケ ー ス は 複 数 の 開 口 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 を そ の 板 厚 方 向 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 保 持 す
る 少 な く と も 一 対 の 保 持 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 汚 水 浄 化 装 置 は 、 汚 水 を 外 部 へ 排 出 せ ず に 内 部 の 各 処 理 槽 内 で 浄 化 し て 循 環 さ せ る 循
環 式 水 洗 ト イ レ に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 汚 水 浄
化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 汚 水 浄 化 装 置 に 関 し 、 詳 細 に は 、 微 生 物 を 用 い て 汚 水 を 浄 化 す る 汚 水 浄 化 装 置
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 微 生 物 を 用 い て 汚 水 を 浄 化 す る 汚 水 浄 化 装 置 と し て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 循 環 式 水
洗 ト イ レ シ ス テ ム １ ０ ０ に 組 み 込 ま れ た も の が 知 ら れ て い る 。 従 来 の 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ
ス テ ム １ ０ ０ で は 、 水 洗 ト イ レ １ ０ ５ か ら の 汚 水 は 、 ま ず 生 物 処 理 槽 １ １ ０ で 微 生 物 に よ
っ て 有 機 物 分 解 、 硝 化 及 び 脱 窒 処 理 を さ れ た 後 、 ろ 過 装 置 １ ２ ０ で 固 液 分 離 さ れ て 、 固 液
分 離 さ れ た ろ 過 水 は ろ 過 水 タ ン ク （ 図 示 外 ） に 一 旦 蓄 え ら れ る 。 ろ 過 水 タ ン ク に 蓄 え ら れ
た ろ 過 水 は 、 そ の 色 度 成 分 が 酸 化 処 理 槽 で あ る オ ゾ ン 脱 色 装 置 １ ３ ０ で 分 解 さ れ る こ と に
よ っ て 脱 色 さ れ 、 処 理 水 タ ン ク に １ ４ ０ に 一 旦 貯 え ら れ る か 、 ま た は 直 接 図 示 外 の ポ ン プ
に 送 ら れ る か し て 水 洗 ト イ レ １ ０ ５ の 洗 浄 水 と し て 再 利 用 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 従 来 技 術 で は 、 し 尿 の 有 機 物 分 解 は 解 決 で き る が 、 窒 素 除 去
は 流 入 汚 水 の 性 状 に よ っ て は 不 十 分 な 場 合 が あ り 、 特 に 窒 素 分 が 有 機 物 に 比 べ て 過 剰 で あ
る 場 合 は 、 窒 素 除 去 が 不 十 分 と な り や す く 、 生 物 処 理 槽 内 で の 処 理 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 可 能
性 が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 ト イ レ の 使 用 頻 度 が 低 く な る と 、 生 物 処 理 槽 内 で の
微 生 物 活 性 を 保 持 す る た め に 必 要 な 有 機 物 が 不 足 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 脱 窒 処 理 に よ っ て 窒 素 除 去 を
十 分 に 行 う こ と が で き 、 生 物 処 理 槽 内 で の 微 生 物 活 性 を 常 時 保 持 す る こ と が で き る 汚 水 浄
化 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 は 、 微 生 物 を 用 い て 汚 水 を 浄
化 す る 汚 水 浄 化 装 置 に お い て 、 前 記 汚 水 を 受 け 入 れ 、 当 該 汚 水 中 の 有 機 物 を 分 解 す る と 共
に 硝 化 及 び 脱 窒 処 理 す る 生 物 処 理 槽 と 、 当 該 生 物 処 理 槽 内 で 、 前 記 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ
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る 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 と 、 当 該 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 を 前 記 生 物 処 理 槽 の 内 壁 面 に
固 定 す る 固 定 部 材 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 構 成 の 汚 水 浄 化 装 置 は 、 汚 水 を 受 け 入 れ て 汚 水 中 の 有 機 物 を 分 解 す る と 共 に 硝 化 及 び
脱 窒 処 理 す る 生 物 処 理 槽 内 に は 、 有 機 物 と し て 微 生 物 の 餌 と な り 、 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ
る 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 が 設 け ら れ て い る の で 、 汚 水 の 非 流 入 時 に 微 生 物 の 餌 と な る 汚
水 中 の 有 機 物 が 入 っ て こ な く て も 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 が 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ 、 有 機
物 と し て 微 生 物 の 餌 と な る た め 、 生 物 処 理 槽 内 で の 微 生 物 活 性 を 常 時 保 持 で き る と 共 に 、
汚 水 の 流 入 時 に は 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 が 微 生 物 の 餌 と な る 汚 水 中 の 有 機 物 の 不 足 分
を 補 う こ と で 十 分 に 脱 窒 処 理 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 は 、 固
定 部 材 に よ っ て 生 物 処 理 槽 の 内 壁 面 に 固 定 さ れ て い る の で 、 水 流 が 当 た り や す く 、 即 ち 微
生 物 と の 接 触 に よ り 分 解 が 促 進 さ れ 、 ま た 、 活 性 汚 泥 の 撹 拌 の 邪 魔 に な る こ と も な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 の 構 成 に 加 え 、
前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 生 物 処 理 槽 の 内 壁 面 に 固 設 さ れ 、 前 記 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 を 格
納 可 能 な ケ ー ス で あ り 、 当 該 ケ ー ス は 複 数 の 開 口 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 構 成 の 汚 水 浄 化 装 置 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 作 用 に 加 え て 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ
ッ ク 板 は 、 生 物 処 理 槽 の 内 壁 面 に 固 設 さ れ た ケ ー ス 内 に 格 納 さ れ る の で 、 生 物 処 理 槽 内 で
浮 い た り 水 流 に よ っ て 流 動 し た り し て し ま う こ と が な い 。 ま た 、 ケ ー ス は 複 数 の 開 口 部 を
備 え て い る の で 、 水 流 が 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク に 当 た り や す く 、 微 生 物 が 接 触 し や す い 。
微 生 物 は 汚 水 中 の 有 機 物 の 不 足 分 を 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク で 補 う こ と に よ り 、 生 物 処 理 槽
内 で の 微 生 物 活 性 を 常 時 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 の 構 成 に 加 え 、
前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 を そ の 板 厚 方 向 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 保 持 す
る 少 な く と も 一 対 の 保 持 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 構 成 の 汚 水 浄 化 装 置 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 作 用 に 加 え て 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ
ッ ク 板 は 、 少 な く と も 一 対 の 保 持 板 に よ っ て 自 ら の 板 厚 方 向 両 側 か ら 挟 ま れ て 保 持 さ れ る
の で 、 生 物 処 理 槽 内 で 浮 い た り 水 流 に よ っ て 流 動 し た り し て し ま う こ と が な い 。 ま た 、 生
分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 は 、 全 体 的 に 活 性 汚 泥 に 接 触 し た 状 態 で あ る の で 、 活 性 汚 泥 中 の 微
生 物 は 汚 水 中 の 有 機 物 の 不 足 分 を 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク で 補 い 、 生 物 処 理 槽 内 で の 微 生 物
活 性 を 常 時 保 持 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置
の 構 成 に 加 え 、 前 記 汚 水 浄 化 装 置 は 、 汚 水 を 外 部 へ 排 出 せ ず に 内 部 の 各 処 理 槽 内 で 浄 化 し
て 循 環 さ せ る 循 環 式 水 洗 ト イ レ に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 構 成 の 汚 水 浄 化 装 置 で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 発 明 の 作 用 に 加 え て 、 汚
水 浄 化 装 置 は 、 汚 水 を 外 部 へ 排 出 せ ず に 内 部 の 各 処 理 槽 内 で 浄 化 し て 循 環 さ せ る 循 環 式 水
洗 ト イ レ に 用 い ら れ る の で 、 前 記 汚 水 浄 化 装 置 を 備 え た 循 環 式 水 洗 ト イ レ に お い て 、 請 求
項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 発 明 の 作 用 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 汚 水 浄 化 装 置 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る
。 尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 の 汚 水 浄 化 装 置 を 備 え た 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ ス テ ム に つ
い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ を 参 照 し て 、 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ ス テ ム １ の 構 成 に つ い て 説 明
す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ ス テ ム １ は 、 水 洗 便 器 ５ と 、 水 洗 便 器 ５ か
ら の 汚 水 に 含 ま れ る 有 機 物 を 分 解 す る と 共 に 硝 化 及 び 脱 窒 処 理 す る 生 物 処 理 槽 ６ と 、 生 物
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処 理 槽 ６ で 処 理 さ れ た 一 次 処 理 水 を 固 液 分 離 す る ろ 過 装 置 ７ と 、 ろ 過 装 置 ７ で の 固 液 分 離
に よ る 残 留 高 濃 度 汚 泥 を 生 物 処 理 槽 ６ に 循 環 さ せ る 第 １ の 循 環 ポ ン プ １ １ （ 図 ２ 参 照 ） と
、 ろ 過 水 を オ ゾ ン に よ っ て 酸 化 ・ 脱 色 処 理 す る オ ゾ ン 脱 色 装 置 ８ と 、 オ ゾ ン に よ り 酸 化 処
理 さ れ た 処 理 水 を 、 洗 浄 水 と し て 前 記 水 洗 便 器 ５ に 循 環 さ せ る 第 ２ の 循 環 ポ ン プ １ ２ （ 図
２ 参 照 ） と 、 酸 化 処 理 さ れ た 処 理 水 の 余 剰 分 を 余 剰 処 理 水 と し て 生 物 処 理 槽 ６ に 循 環 さ せ
る 第 ３ の 循 環 ポ ン プ １ ３ （ 図 ２ 参 照 ） と か ら 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 オ ゾ ン 脱 色 装 置 ８ の
後 段 に オ ゾ ン 脱 色 装 置 ８ で 酸 化 ・ 脱 色 処 理 さ れ た 処 理 水 を 一 旦 貯 め て お く 処 理 水 タ ン ク １
４ ０ を 設 け る 場 合 も あ る （ 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
生 物 処 理 槽 ６ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 汚 水 中 の ア ン モ ニ ア を 硝 化 処 理 し て 硝 酸 に 変 換 す る
曝 気 槽 ６ ｂ と 、 当 該 曝 気 槽 ６ ｂ で 硝 化 処 理 さ れ た 硝 酸 を 脱 窒 処 理 し て 窒 素 ガ ス に 変 換 す る
嫌 気 槽 ６ ａ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 各 槽 が 仕 切 ら れ た 状 態 と な っ て い る 。 水 洗 便 器 ５ か ら
の 汚 水 は 、 嫌 気 槽 ６ ａ を 通 過 し 、 汚 水 中 の ア ン モ ニ ア が 曝 気 槽 ６ ｂ で 硝 化 処 理 さ れ て 硝 酸
に 変 換 さ れ る 。 生 物 処 理 槽 ６ で 有 機 物 分 解 さ れ た 一 次 処 理 水 は 、 そ の 後 ろ 過 装 置 ７ で ろ 過
膜 ７ ａ に よ っ て 固 液 分 離 さ れ る 。 そ し て 、 ろ 過 装 置 ７ で 固 液 分 離 さ れ た ろ 過 水 は 、 オ ゾ ン
脱 色 装 置 ８ に て オ ゾ ン 発 生 器 １ ８ で 発 生 し た オ ゾ ン に よ っ て 酸 化 処 理 さ れ る こ と に な る 。
尚 、 曝 気 槽 ６ ｂ と ろ 過 装 置 ７ と は 、 共 通 の エ ア ー ブ ロ ワ ー １ ７ ａ に 接 続 さ れ て お り 、 エ ア
ー ブ ロ ワ ー １ ７ ａ で 発 生 し た 高 圧 の 空 気 が 散 気 管 １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ を 通 じ て 各 槽 に 送 り 込 ま
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 の ４ 面 の 内 壁 面 ２ ５ ａ ～ ２ ５ ｄ の 内 の 内 壁 面 ２
５ ｂ の 略 中 央 部 に は 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を 収 納 し た ケ ー ス ３ ５ が 固 設 さ れ て い
る 。 こ の ケ ー ス ３ ５ に 収 納 さ れ て い る 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に
、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク の 米 粒 状 の ペ レ ッ ト を 加 熱 押 圧 し て 成 形 さ れ て お り 、 所 定 厚 を 有
し 、 空 洞 を 多 数 有 す る 略 矩 形 の 板 状 に 成 形 さ れ て い る 。 こ の 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０
は 、 嫌 気 槽 ６ ａ （ 図 ２ 参 照 ） 内 の 微 生 物 に よ っ て 分 解 さ れ る も の で あ り 、 汚 水 中 の 有 機 物
と 相 ま っ て 脱 窒 処 理 の た め の 有 機 物 と し て 利 用 さ れ る 。 ま た 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３
０ は 、 生 物 処 理 槽 ６ へ の 汚 水 の 非 流 入 時 も 微 生 物 の 餌 と な り 、 微 生 物 の 活 性 が あ る 程 度 保
持 さ れ る こ と に な る 。 さ ら に 、 嫌 気 槽 ６ ａ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 間 欠 式 の エ ア ー ブ ロ ワ ー
２ ７ ａ で 発 生 し た 高 圧 の 空 気 が 散 気 管 ２ ７ ｂ を 通 じ て 槽 内 に 送 り 込 ま れ る こ と に よ っ て 、
嫌 気 槽 ６ ａ 内 で 活 性 汚 泥 と 汚 水 が 撹 拌 さ れ 、 活 性 汚 泥 中 の 微 生 物 と 有 機 物 の 接 触 が 促 進 さ
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 ケ ー ス ３ ５ の 構 造 を 説 明 す る 。 ケ ー ス ３ ５ は 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ
ッ ク 板 ３ ０ を 挿 入 す る 挿 入 口 ３ ５ ａ と 、 複 数 の 開 口 部 で あ る 複 数 の 貫 通 孔 ３ ５ ｂ と 、 挿 入
口 ３ ５ ａ を 塞 ぐ 開 閉 可 能 な 蓋 部 ３ ５ ｃ と を 有 し 、 挿 入 口 ３ ５ ａ か ら 挿 入 さ れ る 生 分 解 性 プ
ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を 格 納 す る よ う に な っ て い る 。 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を ケ ー ス ３
５ に 格 納 後 に 蓋 部 ３ ５ ｃ が 閉 じ ら れ る よ う に な っ て い る 。 尚 、 蓋 部 ３ ５ ｃ に は 、 図 示 外 の
係 止 突 起 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 係 止 突 起 が 挿 入 口 ３ ５ ａ の 外 側 に 係 止 し て 、 水 流 等 に よ
り 蓋 部 ３ ５ ｃ が 開 放 さ れ る こ と を 防 止 し て い る 。 従 っ て 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ が
ケ ー ス ３ ５ 内 に 格 納 さ れ て い る こ と に よ り 、 活 性 汚 泥 の 流 動 に よ っ て 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ
ク 板 ３ ０ が 浮 い て し ま っ た り 流 動 し て し ま っ た り す る こ と が な い 。 ま た 、 生 分 解 性 プ ラ ス
チ ッ ク 板 ３ ０ は 、 固 定 部 材 で あ る ケ ー ス ３ ５ を 介 し て 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 壁 面 ２ ５ ｂ の 略 中 央
部 に 設 け ら れ て い る の で 、 活 性 汚 泥 の 水 流 が 当 た っ て 分 解 し や す く 、 活 性 汚 泥 中 で の 有 機
物 の 生 物 分 解 時 に 撹 拌 の 邪 魔 に な る こ と が な い 。 尚 、 ケ ー ス ３ ５ の 固 設 は 、 内 壁 面 ２ ５ ｂ
の 略 中 央 部 に 接 着 、 溶 接 、 ボ ル ト 止 め 等 で 固 定 す れ ば 良 い 。 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 内
壁 面 ２ ５ ａ ～ ２ ５ ｄ の 各 面 の 略 中 央 部 に 各 々 ケ ー ス ３ ５ を 各 々 固 設 し て 、 ４ 面 全 て に 設 け
て も 良 い 。 さ ら に 、 ２ 面 、 ３ 面 に 設 け て も 良 い 。 ま た 、 ケ ー ス ３ ５ は 、 板 状 部 材 を 曲 折 さ
せ て 筐 体 形 状 と し た 後 に 、 複 数 の 貫 通 孔 ３ ５ ｂ を 穿 設 し た も の で も 良 い し 、 網 状 の 板 部 材
を 曲 折 さ せ て 筐 体 形 状 と し た も の で も よ い 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 壁 面 ２ ５ ｂ に 、 所 定 厚 を 有 す る 略 長 方 形 の 第 １
の 保 持 板 ４ １ を 固 設 し 、 当 該 第 １ の 保 持 板 ４ １ に 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を 当 接 さ せ
て 、 さ ら に 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を 挟 ん で 第 １ の 保 持 板 ４ １ と は 反 対 側 に 第 ２ の 保
持 板 ４ ２ を 設 け て 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を そ の 板 厚 方 向 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 嫌 気
槽 ６ ａ の 内 壁 面 ２ ５ ｂ に 固 設 し て も よ い 。 こ の と き 、 第 １ の 保 持 板 ４ １ か ら 内 壁 面 ２ ５ ｂ
に 対 し て 垂 直 方 向 に 突 設 さ れ 、 そ の 外 周 面 に 雄 ね じ 形 状 を 有 し た 上 下 左 右 各 一 対 の ボ ル ト
部 材 ４ ６ を 、 ボ ル ト 部 材 ４ ６ に 対 向 し て 第 ２ の 保 持 板 ４ ２ に 穿 設 さ れ た 貫 通 孔 （ 図 示 外 ）
に 挿 入 し 、 そ の 後 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 持 板 ４ １ ， ４ ２ で 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を 挟
み 込 ん だ 状 態 で 第 ２ の 保 持 板 ４ ２ の 外 側 か ら ナ ッ ト 部 材 ４ ７ を ボ ル ト 部 材 ４ ６ に 螺 入 す れ
ば 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を 両 保 持 板 ４ １ ， ４ ２ で 挟 み 込 ん で 保 持 で き る 。 こ の と
き も 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を ケ ー ス ３ ５ 内 に 格 納 し た と き と 同 じ よ う に 、 活 性 汚
泥 の 流 動 に よ っ て 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ が 浮 い て し ま っ た り 流 動 し て し ま っ た り す
る こ と が な い 。 尚 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を そ の 板 厚 方 向 か ら 対 向 し て 挟 み 込 む 保
持 板 は 、 一 対 の ２ 枚 で も よ い し 、 そ れ 以 上 で も 構 わ な い 。 ま た 、 保 持 板 の 固 定 構 造 は 上 述
の 方 法 に 限 ら れ た も の で は な く 、 ち ょ う ね じ で 固 定 し て も 良 い 。 そ う す れ ば 、 工 具 を 用 い
ず に 保 持 板 を 外 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ の 保 持 板 ４ １ 及 び 第 ２
の 保 持 板 ４ ２ は 、 内 壁 面 ２ ５ ａ ～ ２ ５ ｄ の 各 面 の 略 中 央 部 に 各 々 固 設 し て 、 ４ 面 全 て に 設
け て も 良 い 。 さ ら に 、 ２ 面 、 ３ 面 に 設 け て も 良 い 。 ま た 、 両 保 持 板 ４ １ ， ４ ２ は 、 板 状 部
材 に 複 数 の 貫 通 孔 ３ ５ ｂ を 穿 設 し た も の で も 良 い し 、 網 状 の 板 部 材 を 使 用 し て も 良 い し 、
凹 凸 の あ る 板 部 材 を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ を 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 壁 面 ２ ５ ａ ～ ２ ５ ｄ に 設 け る た め の
固 定 部 材 は 、 そ の 形 状 及 び 固 定 の 手 段 が 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ
ッ ク 板 ３ ０ が 活 性 汚 泥 の 流 動 に よ っ て 浮 い た り 流 動 し た り す る こ と が な く 固 定 で き る も の
で あ れ ば 足 り 、 且 つ 、 活 性 汚 泥 の 水 流 が 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ に 接 触 す る た め の 複
数 の 開 口 部 を 備 え て い れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
尚 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ろ 過 装 置 ７ で の 固 液 分 離 に よ る 残 留 高 濃 度 汚 泥 は 、 第 １ の 循 環 ポ
ン プ １ １ に よ っ て 循 環 さ れ て 、 酸 化 処 理 槽 ６ の 嫌 気 槽 ６ ａ に 流 入 す る 。 嫌 気 槽 ６ ａ で は 、
流 入 し た 高 濃 度 汚 泥 に 含 ま れ る 硝 酸 が 脱 窒 処 理 さ れ て 窒 素 ガ ス と し て 大 気 中 に 放 出 さ れ る
。 ろ 過 装 置 ７ で 固 液 分 離 さ れ た ろ 過 水 は 、 オ ゾ ン 脱 色 装 置 ８ で 、 オ ゾ ン 発 生 器 １ ８ で 発 生
し た オ ゾ ン に よ っ て 酸 化 処 理 さ れ 、 ろ 過 水 中 の 色 度 成 分 が 分 解 さ れ る こ と で 脱 色 さ れ る 。
そ れ と 共 に 、 オ ゾ ン 脱 色 装 置 ８ で は 、 ろ 過 水 中 の 難 生 物 分 解 性 有 機 物 が 易 分 解 性 有 機 物 に
変 換 さ れ る 。 オ ゾ ン 脱 色 装 置 ８ で 酸 化 処 理 （ 脱 色 ） さ れ た 処 理 水 は 、 第 ２ の 循 環 ポ ン プ １
２ に よ っ て 水 洗 便 器 ５ に 戻 さ れ 、 洗 浄 水 と し て 再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 夜 間 等 の ト イ レ 使 用 頻 度 が 低 い と き に 、 オ ゾ ン 脱 色 装 置 ８ が 満 水 と な っ た 場 合 に は
、 オ ゾ ン 脱 色 装 置 ８ で 酸 化 処 理 さ れ た 処 理 水 の 余 剰 分 は 、 余 剰 処 理 水 と し て 第 ３ の 循 環 ポ
ン プ １ ３ に よ っ て 生 物 処 理 槽 ６ に 戻 さ れ る こ と に な る 。 余 剰 処 理 水 は 、 生 物 処 理 槽 ６ の 嫌
気 槽 ６ ａ に 戻 さ れ て 、 そ の 余 剰 処 理 水 中 の 難 生 物 分 解 性 有 機 物 か ら 易 分 解 性 有 機 物 に 変 換
さ れ た 有 機 物 が 、 嫌 気 槽 ６ ａ 及 び 曝 気 槽 ６ ｂ に よ り 生 物 処 理 さ れ て 分 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 汚 水 浄 化 装 置 を 備 え た 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ ス テ ム １
で は 、 嫌 気 槽 ６ ａ に 設 け ら れ た 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ が 嫌 気 槽 ６ ａ 内 の 微 生 物 に よ
っ て 分 解 さ れ る の で 、 汚 水 中 の 有 機 物 と 相 ま っ て 脱 窒 処 理 の た め の 有 機 物 と し て 利 用 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ に よ り 、 生 物 処 理 槽 ６ へ の 汚 水 の
非 流 入 時 も 微 生 物 の 活 性 が 保 持 で き る 。 ま た 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ は 、 ケ ー ス ３
５ 内 に 格 納 ま た は ２ 枚 の 保 持 板 ４ １ ， ４ ２ に よ っ て 挟 み 込 ま れ て 保 持 さ れ て い る こ と に よ
り 、 活 性 汚 泥 の 流 動 に よ っ て 浮 い て し ま っ た り 流 動 し て し ま っ た り す る こ と が な い 。 ま た
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、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ は 、 固 定 部 材 を 介 し て 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 壁 面 ２ ５ ｂ の 略 中 央
に 設 け ら れ て い る の で 、 活 性 汚 泥 の 水 流 が 当 た っ て 分 解 し や す く 、 活 性 汚 泥 中 で の 有 機 物
の 生 物 分 解 時 に 撹 拌 の 邪 魔 に な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
尚 、 本 発 明 は 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 各 種 の 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え
ば 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ペ レ ッ ト 状 の 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 を 使 用 し て い る が 、 こ の 他
に も 、 チ ッ プ 状 、 粉 末 状 の も の を 繊 維 の 袋 に 収 納 し て ケ ー ス ３ ５ 内 に 格 納 し た り 、 食 品 容
器 、 衛 生 材 料 な ど に 使 用 さ れ た 廃 品 を ケ ー ス ３ ５ 内 に そ の ま ま 投 入 し て も よ い 。 ま た 、 生
分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 さ ら に 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ
ッ ク 板 は 、 嫌 気 槽 の 内 壁 面 で あ れ ば ど こ に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 汚 水 浄 化 装 置 は 、 汚 水 を 受 け 入 れ て 汚 水 中 の
有 機 物 を 分 解 す る と 共 に 硝 化 及 び 脱 窒 処 理 す る 生 物 処 理 槽 内 に は 、 有 機 物 と し て 微 生 物 の
餌 と な り 、 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ る 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 が 設 け ら れ て い る の で 、 汚 水
の 非 流 入 時 に 微 生 物 の 餌 と な る 汚 水 中 の 有 機 物 が 入 っ て こ な く て も 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク
板 が 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ 有 機 物 と し て 微 生 物 の 餌 と な る た め 、 生 物 処 理 槽 内 で の 微 生 物
活 性 を 常 時 保 持 で き る と 共 に 、 汚 水 の 流 入 時 に は 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 が 微 生 物 の 餌
と な る 汚 水 中 の 有 機 物 の 不 足 分 を 補 う こ と で 十 分 に 脱 窒 処 理 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、
生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 は 、 固 定 部 材 に よ っ て 生 物 処 理 槽 の 内 壁 面 に 固 定 さ れ て い る の で
、 水 流 が 当 た り や す く 、 即 ち 微 生 物 と の 接 触 に よ り 分 解 が 促 進 さ れ 、 ま た 、 活 性 汚 泥 の 撹
拌 の 邪 魔 に な る こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 効 果 に 加 え て 、 生 分
解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 は 、 生 物 処 理 槽 の 内 壁 面 に 固 設 さ れ た ケ ー ス 内 に 格 納 さ れ る の で 、 生
物 処 理 槽 内 で 浮 い た り 水 流 に よ っ て 流 動 し た り し て し ま う こ と が な い 。 ま た 、 ケ ー ス は 複
数 の 開 口 部 を 備 え て い る の で 、 水 流 が 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク に 当 た り や す く 、 微 生 物 が 接
触 し や す い 。 微 生 物 は 汚 水 中 の 有 機 物 の 不 足 分 を 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク で 補 う こ と に よ り
、 生 物 処 理 槽 内 で の 微 生 物 活 性 を 常 時 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 効 果 に 加 え て 、 生 分
解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 は 、 少 な く と も 一 対 の 保 持 板 に よ っ て 自 ら の 板 厚 方 向 両 側 か ら 挟 ま れ
て 保 持 さ れ る の で 、 生 物 処 理 槽 内 で 浮 い た り 水 流 に よ っ て 流 動 し た り し て し ま う こ と が な
い 。 ま た 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 は 、 全 体 的 に 活 性 汚 泥 に 接 触 し た 状 態 で あ る の で 、 活
性 汚 泥 中 の 微 生 物 は 汚 水 中 の 有 機 物 の 不 足 分 を 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク で 補 い 、 生 物 処 理 槽
内 で の 微 生 物 活 性 を 常 時 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 汚 水 浄 化 装 置 で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 発 明 の 効 果
に 加 え て 、 汚 水 浄 化 装 置 は 、 汚 水 を 外 部 へ 排 出 せ ず に 内 部 の 各 処 理 槽 内 で 浄 化 し て 循 環 さ
せ る 循 環 式 水 洗 ト イ レ に 用 い ら れ る の で 、 前 記 汚 水 浄 化 装 置 を 備 え た 循 環 式 水 洗 ト イ レ に
お い て 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 発 明 の 作 用 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ ス テ ム １ の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ ス テ ム １ の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ が ケ ー ス ３ ５ に 格 納 さ れ て 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 壁 面 ２ ５
ｂ に 配 設 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ が ケ ー ス ３ ５ に 格 納 さ れ て 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 壁 面 ２ ５
ａ ～ ２ ５ ｄ に 各 々 配 設 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ が 保 持 板 ４ １ ， ４ ２ に 挟 ま れ て 、 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 壁
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面 ２ ５ ｂ に 配 設 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板 ３ ０ が 保 持 板 ４ １ ， ４ ２ に 挟 ま れ て 、 嫌 気 槽 ６ ａ の 内 壁
面 ２ ５ ａ ～ ２ ５ ｄ に 各 々 配 設 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 汚 水 浄 化 装 置 を 備 え た 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ ス テ ム １ ０ ０ の 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 循 環 式 水 洗 ト イ レ シ ス テ ム
５ 　 　 水 洗 便 器
６ 　 　 生 物 処 理 槽
７ 　 　 ろ 過 装 置
２ ５ ａ ～ ２ ５ ｄ 　 内 壁 面
３ ０ 　 　 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク 板
３ ５ 　 　 ケ ー ス
４ １ 　 　 第 １ の 保 持 板
４ ２ 　 　 第 ２ の 保 持 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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